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1月に行われた
DHCカップPBAインビテーショナル
優勝者：モナチェリ
の特集記事が掲載されました。

特集記事



記憶の館 
 

懐かしさが漂う中、モナチェリが PBA20勝を達成！ 

 

ブライアン・ボスは、25勝目を挙げて直ぐに Bowl .comが行ったインタビュー

で、「25勝というのは、切りのいい数字で好きです」、と語った。25勝目は Bayer 

Don & Paula Carterダブルスでディアンドラ・アズベッティーとの勝利だった

が、2006年以来 24勝で止まっていた久々の勝利だった。 

アムレット・モナチェリも同じく数字にこだわりがある。、だからこそ 20 勝

という数字に悩まされてきた。アムレットの父親もそうだった。 

『「どうにかして 20 勝を達成しなければいけないよ」と、父はよく語っていま

した。そして私はこの言葉に「その時は必ず来るから、心配しないで」と返し

ていました。いざ達成してみると素晴らしい感じがして、これは過去のもので

時と共に前に進んでいることが実感できました』 

 

前向きな姿勢で挑んだモナチェリだったが、この 20勝目を挙げた「DHC PBA

ジャパンインビテーショナル」は、会場に向かう過去への長旅だったに違いな

い。大会会場の東京ポートボウルは、1987 年のジャパンカップと同じ会場で、

彼の初 PBA タイトルに輝いた場所でもある。「日本へ飛んでくるときにふっと

頭をよぎりました。またあの東京ポートボウルで投げることができるんだ。し

かも初タイトルを取った会場で。そして 20勝を長い間求めていること、最近は

ボウリングの調子が良いこと。これらを考えながら興奮と期待で膨らんできま

した。」モナチェリの 20勝は、ブライアン・ボスの 25勝目よりも長い間、タイ

トルをとれずにいました。正確には 11年です。この思いが、日本への長旅の間

に 30年前の栄光が蘇り強く語りかけたに違いない。 

 

「1勝目を挙げるにも時間がかかりました、5年ですよ」とモナチェリが語った。 

「TV決勝には 13回進出して、準優勝が 7回もありました」 

実際にモナチェリは自分が思っていたよりも TV 決勝に進出していた。PBA ツ

アー参戦の 1982年から、実に 16回の TV決勝で優勝を争っていたのですが、

1987年の大会まで 1度も優勝できていませんでした。ボウリングの実力は誰も

が認めるものの、勝負強さにかけるとも言われ始めていました。 

  

 

 



『私はベネズエラ出身で、アメリカでツアーに参戦してきました。そして日本

へ行き、初勝利を挙げることができました。これがすべてのきっかけとなり、

自分はできるんだと言う自信にもつながっていきました。そしてその後も、毎

年日本へ行きましたがそれはもう感謝で・・・雰囲気、人、そして多くの友人

に支えられてきました。ボウリングをしていても、気楽に楽しめる環境になっ

ていったんだと思います。』 

 

ドム・バレットも日本での活躍は素晴らしいものがあります。TV決勝（ESPN2

で 1月 31日に放送された）の優勝決定戦直前では、2位のモナチェリを 247ピ

ン差で堂々の 1 位で迎えていたほどです。実際には 230 アベレージを達成した

ただ 1 人の選手でした。アベレージを見てもモナチェリよりも 6 ピン上回り、

独走状態だったことが伺えます。しかし最終ゲームの優勝戦では、アベレージ

やトータルピンはあまり大きな意味を持ちません。無念ながら今回は、PBA 殿

堂入り選手が、彼が愛する国で、勝利を手にする為のおぜん立ての役目をにな

ってしまいました。 

  

ディフェンディング・チャンピオンのクリス・バーンズは、2連勝を上げる勢い

で初戦に母国代表の川添奨太を 227-220 で破り 2 回戦へ。ここでもジョン・ス

ザビンスキを 232-202 で破り、試合をコントロールしていた。ただこの後、ク

リスの連勝への記録が途絶えることとなる。 

モナチェリはクリスと対戦し 275-221 で圧勝、その後もドム・バレットに 255

とビッグゲームをたたき出し、優勝賞金$40,000を獲得した。233で敗れたバレ

ットは$20,000、バーンズは$10,400、スザビンスキと川添は$8,100、$7,300と

続いた。 

 

東京ポートボウルは、モナチェリにとって思い出の宝庫だ。初の勝利を挙げ

た会場で、さらに今では珍しいウッドレーンのセンターで、思い出もまさに浸

み込んでいると思っただろう。『ウッドレーンはボウリングがここから始まった

と言ってもいいです。』と語った。『よく投げていたので経験も豊富です』。殆ど

のボウリングファンが聞いたことのある名前、アムレット・モナチェリ。彼は

今年で 54 歳、人生の半分以上ボウリングを投げ、ツアーに参戦してきた。「54

歳という年は関係なく、今までで一番良いボウリングをしているように思いま

した」と語った。 

 

 

 



 

DHC PBAジャパンインビテーショナル終了後も、PBAトーナメント・オブ・

チャンピオンズのマッチプレーへ進出、さらに活躍を見せた。50 歳以上の選手

ではノーム・デュークとピート・ウェバーもまだまだ健在。しかしその中でデ

ュークは首の痛みから辞退、ウェバーは腰の怪我で辞退という結果になった。

モナチェリはマッチプレーで 15勝 9敗をマーク、総合 12位になった。 

 

PBAタイトル最年長保持者の記録を見てみると、ジョン・ハンデガードが「PBA

ノースクラシック」を 1995年 57歳で獲得している。モナチェリはまだまだツ

アーでの活躍が期待される中、彼の子供と同い年の若い選手たちとの戦いで、

さらなる頂点を極めたいだろう。 
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